
「大勢の中の一人ではなく、唯一無二。

社員一人ひとりを見ています」

株式会社 上治電設
代表取締役

上治 貞武

自身のもとで働く社員とその家族の存在が上治社長の原動力だ。

一人ひとりに目を掛ける社員たちに良い暮らしをさせたいという思いが、

社長が経営者として奮闘する一番の理由だ。

「皆にとって社長は私一人だから、何人もいる社員のうちの一人ではなく、

ちゃんと一人ひとりを見るべきだと思うんです」。

企業は人なり─日々、社員と向き合う社長はこの言葉を実践している。
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─早速ですが、上治社長の歩みからお
聞かせください。
　高校卒業後は薬メーカーの卸会社で社

会人の第一歩を踏み出しました。ただ、
周囲から手に職を付けたほうがいいと助
言されて、改めて自身が進むべき道を模

索するようになったんです。とはいえ、
特別に関心のある分野もない。それで、
父が営む電気屋に入りました。当時はま
だ 20 歳で遊びたい盛りですから、なか
なか仕事に身が入りませんでしたが（苦
笑）。でも、電気工事は資格がなければ
担当できる仕事が限られてしまうので、
講習を受けたりと勉強しなければならな
い環境に自分を追い込み、約 10 の資格
を取得しました。一人で現場を任される
ようになって自信もつき、責任感も出ま
した。
─本気になればできるところをお見せ
になりましたね！　先代をはじめ、周囲

の社長に対する評価も変わったでしょう。
　時代もあったと思いますが、休みがな
くても必死に働きましたね。働き方改革
が進む今では考えられないと思います
が、たとえ工期が厳しくても仕事を断る
とそこで仕事が途絶えるのではないかと
不安で「ノー」と言えず、仕事を選ぶこ
となくいつも引き受けて、やり遂げまし
た。他の人が断った仕事の場合は尚の事、
率先して手を挙げていましたから、ただ
負けず嫌いなだけかもしれませんが（苦
笑）。でも、それが評価につながったの
だと思います。
─間違いなく、その根性も評価された
と思いますよ、社長ならどんな仕事もや
り遂げると信頼されたでしょう。やがて
代替わりをされて。
　正式に代替わりしたのは 30 代後半で、
それから約 15 年が経ちました。父は「自
分の好きな道に進めばいい」と言ってく
れていましたが、実際に私が後継するこ
とにした時には喜んでくれていたようで
した。やはり内心は、自身が築いた会社
は息子に継いでほしいと思っていたんで
しょうね。
─嬉しかったはずです。社長ご自身も、
代替わりされてお気持ちに大きな変化が
あったのではありませんか。
　社員がいて、その家族がいて、子ども
たちもいる─多くの人生が私の双肩に
かかっていることを自覚するようになり
ました。仕事の確保はもちろん、単価に
もこだわって利益を上げることを考えな

ければ、皆に還元できません。経営者と
して奮闘しなければと襟を正しました。
自分のもとで働く社員たちには少しでも
良い待遇で、良い暮らしをさせてあげた
い─皆の存在が、私の原動力です。
─仕事の確保をはじめ、安定経営を続
けるために心掛けておられることは？
　とにかくコミュニケーションを重視し
ています。ちょっとしたきっかけを作っ
ては一緒に食事に行かせていただける場
を設け、お付き合いを仕事につなげてき
ました。そして仕事で結果を出す。それ
がさらなる信頼を得て、次の仕事を呼び
込んだんだと思います。営業経費は必要
ないという方もいらっしゃいますが、私
は逆。例えば、「どこに依頼しようかな」
と迷った時に思い浮かぶのは、やはり良
いお付き合いをしている人だと思うんで
すよね。会社あっての付き合いとはいえ、
仕事は人間同士の付き合いで成り立ちま
す。私は、お客様との距離が縮まるなら、
食事でもゴルフでもご一緒したい。実際、
得意先がかなり増えました。
─今後については、どのようにお考え
でしょう。
　東大阪に拠点を置いていますが、営業
エリアは幅広いです。また、5年以内に
は売上を現在の倍に伸ばすことが目標。
そうなると、人が必要です。事実、人手
不足に悩んでいます。いかにして人材を
確保するかが大きな課題ですが、来年は
ある程度の人数を確保できる目処が立っ
ており、楽しみです。社員が増えるとい

うことはそれだけ経営者としての責任が
増えますので、これまで以上に励まなけ
ればと気合いを入れています。
─先程、社長ご自身がおっしゃったよ
うに、共に働く方々の存在が社長の原動
力なのですね。本日は、ありがとうござ
いました！
� （2023 年 4月取材）

c o l u m n社員にとって代表は自分だけ─一人ひとりに目を行き届かせたい

▼「従業員一人ひとりの働きぶりにちゃんと目を配ることを大
切にしている」と上治社長。どんなに仕事そのものにやり甲斐
を感じていたとしても、「一生懸命に仕事に取り組んでいるのに、
それがきちんと評価されていると感じられない」といった状況
下では、人材はモチベーションを失ってしまうものだ。組織に
属する人数が増えていくと、こうした状況が起こりがちだが、
社長は社員の気持ちを良く理解している。「皆にとって社長は私
一人だから、私も何人もいる社員のうちの一人ではなく、ちゃ
んと一人ひとりを見るべきだと思うんです」と社長。コミュニ
ケーションを意識し、その働きぶりを見ていることを伝えてい
る。時には食事やバーベキューを共に楽しみ、普段なかなかで
きない話をする場も大事にしているという。そんな社長のもと
で働く社員は一番下が 24 歳。「若い世代が一生懸命に働き、例
えば結婚して、家族と暮らす家を新築する─そうした人生を
しっかり支えていきたい」と社長。「プレッシャーではあります
けどね」と笑いながらも、自身のもとで働く社員について話す
社長は、生き生きとしていた。

「かつてご自身が、休日も厭わず懸命に働い
ておられたからこそ、働く人の気持ちがよ
く分かるのでしょう。上治社長は、社員の
方々のお気持ちをとてもよく理解した上で、
大事にされていることが伝わってきました。
人付き合いを重視して得意先を広げてこら
れたことからも、周囲の人を大切にされる
方ですよね。そんな社長の人柄が、人材も
仕事も引き寄せると思います」
� ダンカン・談

不動産とリフォーム

株式会社 上治電設
大阪府東大阪市箱殿町 6 番 14 号
URL：https://uejidensetsu.com

大阪を拠点に、一般電気設備工事をはじめ、高圧受電設備・低圧電気

設備工事電気工事を手掛ける『上治電設』。病院、ビル、学校、店舗、

住宅、工場、オフィスなどあらゆる空間を対象に、高い技術と経験値

の高いスタッフが、施工からアフターフォローまで一貫施工で対応す

る。そんな同社を牽引するのは、電気工事の世界で豊富な経験を積ん

できた上治社長。本日は、タレントのダンカン氏が社長にお話を伺った。

○高圧受電設備
高圧で受電するための機器一式を金属製の箱に収めた設備。電力会社
から供給された電気を、需要家の負荷設備の仕様に合った電圧・周波
数に変換し、安全・安定的に供給することを目的に設置する。

○低圧電気設備工事
設備設計から電力会社との協議・申請手続き、施工、保守点検、更新
工事まで、トータルでお任せ。照明・コンセント設備はもちろん、駐
車場の管制システム、中央監視設備の設置など、幅広いご要望に対応。

works >>>

お客様・社員との良好な関係を軸に
高い技術と経験値で電気工事を一貫施工
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